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広げよう！あいさつの輪！ 
～ 学校・家庭・地域の連携の取組 ～ 

 

アピールポイント              実際の様子  

 

毎月１０日の県下一斉あいさつ運動に合

わせて、教職員とＰＴＡ役員が中心となり、

のぼりを手に、たすきをかけて、にぎやか

にあいさつ運動を推進し、地域のボランテ

ィアや保護者の方々にも輪を広げている。 

 また、学区の幼稚園の保護者有志の方々

が作成してくださったマスコットをボラン

ティアの方が設置し、小学校を拠点として、

地域の全ての園児・児童を見守る地域作り

にも取り組んでいる。 

 

 取 組 の 概 要  

 

■児童生徒の実態 

明るく朗らかで素直な児童が多いが、地域の方へ自分から積極的にあいさつする

ことが難しい。 

■活動内容 

毎月１０日県下一斉あいさつ運動 

防犯パトロール（ＰＴＡ役員、保護者による下校指導） 

あいさつ週間（週目標によるあいさつ強化週間） 

平日の登下校の見守り 

■取組の参加メンバー 

教職員、ＰＴＡ役員、保護者、地域見守り隊、地域住民 

■成果・効果 

保護者、地域住民の方々の多くが、県下一斉あいさつ運動に参加してくださり、

地域で見守られていることが実感できる安心感のある地域となっている。また、あ

いさつ運動の時以外でも、通学時の中・高校生や通勤途中の大人の方々とのあいさ

つの輪が広がっており、小学校周辺道路では、自転車や自動車を安全に配慮してい

ただいている。 

 

 


